
１．５月２５日 日 で される ー

タリー ２５１地 １ ループ 市連合会

の案内を受領しました。

２．ガ ナー月信に 会員として 川、

会員が 入で紹介されました。

・ ＲＣより会報№１６７５～１６７８号 ４月例

会案内を受領。

・ 背 ＲＣより会報№３２～３５号 ４月例会

案内を受領。

・先 例会にて皆様 よりご いただいた、

米山記念館への募金７ 円を振り みました。

ご ありがとうございました。

会 　 　 会

　５月２５日の で される に きまし

て、 ー プレートは クラ で 参して さ

いとの事でしたので、ご自 へ ち帰っている

会員さんは かに ー プレートの に

する事と、万が一 された は会場 まで

お し け さい。

会員 委員会　 　 委員

　 ４月１６日の例会は、会員 強 員会 当

の例会です。 しい 間例会です。プ ラ

は ータリーの 間を そう ですが、例

会場の変 がございます。当初 さんで６時

３分を予定しておりましたが、 合で例会場の

変 がございました。時間は一緒ですが、場所

を ーレストラン いちばんかん に変 で
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す。お間違えのないようにお いします。

会員研修委員会　 　鵜城委員

　 ータリーの １月号に、 べてみよう 日

と の ータリー という記事が され

ていましたので、 します。

　会員の 別 年 、 ータリー 、例会日の

時間 な の がなされ、 界平 と

の違いが円 ラ で分かるようになっています。

　会員の 別では、日 は の 合が５ で

あるのに対し、 では1 、 界平 では

1 となっており、日 においての の

がかなり い事が分かります。 、日 におい

ては、 社長の が７ であることから

えると、 当な とも える事が出来ます。

その にも、様々な がなされているわけで

すが、中でも な が されているのが、

例会の時間 です。 界 に見ると、 間例会

の は となっている ですが、日 に

いては 例会はたったの４ に過ぎず。 の

クラ が、昼食をはさんでの昼例会となってお

ります。

　ここ１ 年、会員が にある中、 強

を る上でも の例会への 行を している

クラ も見受けられる ですが、大多 のクラ

は として昼例会を中 とした例会を行っ

ております。また、 の の例会の時間 を調

べますと、会員 が 界 ２位となった ン

に いては、 の例会が77 、 に いても

４８ のクラ が 例会を行っており、この時間

での例会は 加 にあるという事です。

　また、 リ ンでは6 のクラ が に例

会を行っています。 界 に見ると、 例会が

と初めにお しましたが、この は日

が し げていると えられますので、 界

には 例会が 流と えることができます。

の例会にすれば、会員が参加し すくなり、

強の手 としても があることは もが 知

している事なのでし うが、 の例会が えな

い理 としては、日 のクラ が日 における

ータリーの を ん ているのでは

ないか、 は合理 に しない、日

の ータリ ンの気質があるからではないだ

うか、な と私なりに勝手に えてみました。

　今回の３分間 報は、例会の時間 に 目を

してお をさせていただきました。私の たな

い えはともかく、データに しては では

ありませんので、 かの参 にして きたいと

います。

【ミニ情報】

　４月１日より領収 への印 の り けが、

今までの３万円以上から５万円以上に変 され

ました。また、 が されていれば、 体

のみで５万円 であれば印 の り け

は との事です。 しくは 士会計さんにお

きいただければと います。

・４月７日の の 運動への参加、 に感謝

いたします。 け加えですが しました。

　 堀社会奉仕委員長

・先 の例会、所用で いたしました。募金

一緒に出させていただきます。山本直前会長

　 　回　　６８ ６ 円

　今　回　　　５ 円

　累　計　　６９４，６００円

「我が生い立ちパート２」

　佐藤　　潔 会員

　私は １年８月、留萌生まれの留萌 ちで

す。 ２年小学 ４年生の時に終 を えま

した。その時の事で だに記 に残り れられ

ないのが、玉音 です。ラ の に皆が

しそれを いていたのですが、その当時は

を言っているのかよく りませんでした。後で

いたのですが、これで日 が 平 に

けたのだということを教えられました。

　この の中で え きを え、 き

を 以って の に 平を かんと す
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という一行です。これが の生の でし

た。 もの頃は日 は の であり、 対

ける事は無い。 後に が き を

させると信 ていました。教 もこの様な教

でした。また、 中は時 ラ から大

が流れ、常に日 の が えられていま

したが、これらは 対であった事を後で知り

ました。

　終 の 日 には リカの ラマン

が１ での留萌空 が２回あり、その目 は

留萌 に 中の 船と留萌 だったそうで

す。空 の に 空 に入り を めていま

したが、時々 の 間より空を見上げると の

北 山上の 面より の 面に し、

を り しているのを見ました。 時間

でしたが私にとってはとても長い時間に感 ま

した。しかしながら、私にとってこの空 は

を こしてくれました。と言いますのは、こ

の年の５月より大病により たきり状態になり、

この時期には に食べるものも無く、まして

も無く、今では えられない状態でして、そ

んな時に空 で 空 によう く入れてもらっ

たのですが、 が った後は病気の事をすっ

かり れて外に に出てしまい、しばらくし

て が私を しにきて、 に連れ戻されまし

た。この空 が病気をも れさせる ッ

ン であったのだと います。この後は、病状

が えられない に に かいました。

　終 の 日後、 ラマン が１ の

を んで、留萌上空を 空 行で 回も 回

し、 っていきましたが、その時は ット

の顔が見える位の 空 行でした。 後間もな

く、 々な事がありました。一 は米 の

が留萌に来た事です。先 の ープに

らしき 士が小 を構えており、その後 から

用のトラックに多くの 士を せて も大

面へ かっていきました。現在の合同

留萌 所 より 金 にかけて一 が米

の が立ち んで高い に まれていまし

た。 が留萌に来る に回 が回り、 対

外には出ないようにとの事でした。二 目は、

一番大きな出来事で、留萌 に 二 が船

中 に を受けて大きな が いた状態で

入 した事です。その時 では私は見ておりま

せんが、 には 間の 等で の海だった

そうです。 した船の大きな から流 した

体を 水 が も も えて水面に上

がってくるのを見ました。みんな と ば

かりです。

　当時は留萌 に 道の み線があり、その

場としてプラット ー があり、そこには

山の が まれていました。これらは

二 に 船して くなられた の の

です。それは ながら、 様な光景で て

を見なければ良かったと今でも後 しています。

無事であった は留萌の に ち き先

が まるまで し、私の にも の ７

の が、長い間 していたのを記 してお

ります。この事に いて、以 道 に 船は

攻 されたのか という 集が っていま

した。これは日 と の研究成 に道

の取材を 合わせる事で 体像が を現

しました。それを しますと、日 が無 件

をした 後に、な １７ 以上の日 が

を われなければならなかったのか、 か

ら を せた 船 が、 連

水 に攻 されたのは ラ ストックの 連

平 に所 する １２・ １の 水 に

１４５年８月１日 １１時３分に留萌 に出 せ

よと が され、 への は８月２３

日 後８時まで留萌 北 の と の 、

後８時以 は を見 けたら攻 せよと

を受けていたようです。

　 連スターリンは米 トルーマンに ルタ会

での合意事 に加え、留萌から 以北を

連 への 地 に めるようにと 、 め

られれば北海道 の 領を う構えだった様

で、 連 は北海道 領の 一歩となる留萌上

作 を８月２４日 明に予定しており、その

が目 で 水 二 を出 させた。小

は １５ を せて大 を２日 １１時に出

、 二 が３６ を せて２１日 時

に、そして 東 は70 を せて同日 11

時に大 を出 した。小 は 内 で小

へ、 の二 は 小 へと かった。

　 連の留萌上 作 の のために 遣され
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ていた 水 は、留萌に 後、留萌 周辺

な を し、 を 平 に２２日

２時過ぎ、 は 状態に無く、 も見当

たらない と報 している。その後 １２が

船の 海 を 見、この船が小 で が

内で 船し、７１ が 船していた。 海

を すれば攻 されないと米 の に従っ

たが、 見からわずか３分後に 攻 され、

小 の船 に き さり、 毛別 の で

した。 上した １２は、海面で助けを め

る 々に け容 ない を行いました。

に攻 を受けたのが、 二 で、 １か

ら された は船 に 中、その後 水

が 上し、 めを すべく で攻 をして

きた。 二 は海 の 設 であったの

で、船 と船 に二 の 回 と１４ の を

していて した。まもなく 連 水 か

ら が上がった 後、 水 は海中に えた。

相手が したように見えたが、 側の

料によると １は くの海中に み、 二

はよ めくように留萌 へ かったのを見届

けたと報 しています。それから５時間後、小

平 に 上し、 東 を 、 東 の船

員たちは の意味で い ー を振ったが、

１は無 の 東 に を せ続け、

東 の を した後、 し、 平

部に 東 、 二 は を

い留萌 へ かったと報 。スターリンが北海

道上 作 の中 を めたのがこの日でした。

そして、 水 に 日 の 船を めない

ようにと した その時は既に 船二 が

、一 は大 して 行 明 １７ 以

上という、北海道の に残る な事件は一

部始終を終わらせていた。

　その後、 連スターリンは北海道 領作 の

を した。 研究 の間では、も

し留萌への上 作 が実 されていれば、北海

道が の地上 の となり、 東

のような分 となる れがあった

と言っている。２３日 後３時過ぎ、 連 水

１は礼 から 海 への は 後７

時からと報 後、 っ りと連 を った。

に れて したか、 の 連 水 との同

士 ちかの 相は 明。当時の 連 は、

この 船には日 士が り 器 事

が み まれていると信 ていた。以上が道

の 集の です。

　私が小学 を卒業し中学 に 学する時には、

私の二期先 の 々より中学 が に

なり、私が 中学に入学した頃は教室が

して、 を 々と り、中学１年生から３

年生まで東光小学 、 学 、 中学 そ

して３年生になって初めて しく出来た留萌中

学 へ行く事ができ、ここで初めて と が

当たりました。それまではミカン を 参し、

の わりでした。

　終 後の小学 の教科 は、 リカ の

により、日 が強く 義に がるよう

なとこ は、 で り ぶし、残っている所は

分以 しかなく、まったく意味 明な教科

でした。この し後になってから給食という

が当たり、内容は げ い ミルクと ッ

ン１ でした。私が 中学に入学してから学

が で 々と 、一部 成していた

留萌中学 、留萌小学 、そして留萌高

留萌中学 と しました。

　小学 の頃は、２月になると が始まり大

の時は赤 が がり、学 が みになりまし

た。そんな時は、まだ が明けないうちに が

がしくなり、今日は赤 だなと い、 しみ

にしていたものです。

　高 時 は、勉強もせずス ー に明け れ、

３年を過ごし卒業後大学へ 学しました。私が

建築の仕事に むきっかけは、東京で大学を卒

業する１・２年 より東京の 内にある有 建

築 の建造 を見て、非常に を感 た事と、

い建築 に 味があり京 等の 社 また

い みを見て感動し、 来の仕事は建築に

わりたいと ったのがきっかけです。

　そこで先ず、建築の知 を に けなければ

と い、 学していた大学教授に相 し、 き

ながら 期間で勉強の出来る学 を紹介して頂

いたのが東京工業大学 専攻科 立・ 学

でした。受験し、 とか合 できました。入学

してから、専攻科の講師に日中は いて、 実

に 学に 学させてもらえる職場を紹介して頂
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いたのが、明治大学工学部建築構造研究室で、

実験助手として採用されました。ここでは、室

長の助教授が博士号を取得するための実験デー

タ作りで、内容は木材と集成材のクリープ実験

でした。非常に時間のかかる実験であったので

空き時間が多くあり、そんな時には助教授ご厚

意で建築の３・４年の授業を受講しても良いと

の許可を頂きました。また、４学年の構造ゼミ

ナールにも参加させて頂き、勤務していた２年

間で明大の建築科を卒業と同等の勉強をさせて

頂いた事が私にとって非常に幸運な事と感謝い

たしております。そしてここでは明大建築科の

教授・助教授・専任講師と、多くの先生たちと

知り合いになり、大変有意義に過ごさせていた

だきました。

　専攻科を卒業と同時に明大の助教授の紹介で

大須賀設計事務所に入社し、ここでは千葉船橋

信用金庫店舗の設計・管理の助手として勤務し、

その後一番印象に残っているのが、岡山の中庄

団地の造成工事の管理で、１月から８月まで長

期出張で、この現場では仕事以外に北海道では

体験できない事が多くありました。それは…

１．田んぼの二毛作で、い草が植えられ、その

後に蓮華の花が一面に咲く。い草は畳に使わ

れることは知っていましたが青々と生えてい

るのを初めて見た事。蓮華の花も想像してい

たものと大きく違った事。

２．田んぼの水が温み始めた頃に、鮒が群れを

なし冬眠から覚めたように動けない状態で、

手づかみが出来た。北海道ではこの様な光景

は見たことがない。

３．団地造成の境界線側に小さな六間川があり

梅雨時期に氾濫し、田んぼに大きな鯉が流れ

出し、それを手づかみする事が出来た。60唖

もある鯉が背ビレを出して田んぼの中を泳ぎ

回り、それを皆で捕まえようと苦労した事。

捕まえた鯉は倉敷の中華料理店へ売りに行っ

たが売れなかった事。

４．造成の埋立予定地にマスカット畑があり、

ここは既に県が買収していたので勝手に収穫

することが出来た。これは当時マスカットは

６～７千円もしており、その頃の私の給料は

１万３千円位でしたので相当の高級品でした。

それを埋め立ての時期をずらして、収穫して

から埋め立てた事。

５．昼食時に飯場で従業員と一緒に食事を食べ

ていたのですが、鯛の鍋が出て、目玉を貰っ

た事件。これは飯場のおばさんが気を遣って

くれて、北海道から来たのだからと言って鯛

鍋を作ってくれたが、ゼラチン質の目玉が珍

味とは知らず捨てようとしていた事。食べて

見たがあまり美味しくは無かった事。

６．造成地の周辺の草むらは蛇だらけ、草むら

に入る時は垂木で露払いをしながら歩く事。

棒を振って歩くと、ガサガサと蛇の逃げる音

がするような大変蛇の多い場所だった事。

７．床屋さんへ行った時、洗髪はしてくれるが

顔は自分で洗う事。これは洗髪した後に洗面

器にお湯がはってあり、横に石鹸が置いてあ

るのですが、自分で顔は洗うという今までに

体験した事がない床屋さんだった事。

　この様な初めての体験をして東京へ戻り、そ

してわずか２年間の勤務でしたが、翌年４月に

退職の許可をいただき、留萌に帰郷いたしまし

た。その後、苦労の連続でございましたが、現

在に至っております。以上で我が生い立ちを終

わらせていただきます。ありがとうございまし

た。
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１．米山梅吉記念館より、100円募金として

7000円の恵贈のお礼状が届きました。

２．対馬会員が市立病院に２回目の手術のため

入院しました。一昨日手術を受けましたが、

すこぶる順調との事です。

・赤平ＲＣより会報№２５８２～２５８５号を受領。

・芦別ＲＣより５月例会案内を受領。

Ｎｏ．２６０２　第３９回　４月１６日 煙本日　移動夜間例会「会員増強委員会」
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幹事報告 ・・・・・・・・・・・・・・



・ 川ＲＣより５月例会案内を受領。

・ ータリー ２５１地 より２１３～２１４年

ー 大会にて行われる 北海道ナ

ト の案内が届いております。回 します。

・４月１３日に行なわれた地 研 会に

より参加された 員長の皆様大変ご苦労様

でした。 めて感謝 し上げます。

　 会長

・ をさせていただきました。　 会員

　 　回　　６４６ 円

　今　回　　　３ 円

　累　計　　６９，０００円

「会員 委員会 会

　　　　　 ー ー 」

　会員 強 員会　 委員

　 日の例会は ータリーの 間を そう

という ーマでお をしていただきます。 い

もので、中出会長年 も残すとこ ２ 月あま

りとなってしまいました。 会員 強こそ我々

留萌 ータリークラ を する であり

ますが、残念ながら現在のとこ 年 に べ

会員の は１ にと まっています。

　先日 された 報集会において、皆様より

クラ に入会して良かったという意見を 山い

ただきました。その様な事を念 に置きながら、

会員 の 、 会員 の 報 有、

の 等に いて のない意見を わし

ていただきたいと います。また、 会員 報

に きましては、会員 強 員会 は会長・

事までお知らせ いたいと います。

　会員 強の は 会員を して会員の

を すという意味ですが、強 は現会員の

質の 上・強 によるクラ の という

意味ですので、 日は、 ータリーの 間を

すと言う事と に、皆様 の ータリーの

の強 も っていただきたいと います。

　それでは皆様、よ しくお いします。

  

 ・・・・・・・・・・・・

ニコニコＢＯＸ ・・・・・・・・

尉 尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

　１１月には、１～３日に るさと に

参加予定です。これは の郷 食 を

く一 に 報 信しようという のもと、

が する ントです。 年多くの自

治体・団体・ 業が集まり、 地の ・

品が立ち ぶ、２万 を える集 があり

ます。ここでは、 るもい米と海の幸を中 に

留萌の食を Ｒする予定です。会場は横 市の

赤レンガ倉庫 ント 場です。また、今年で

３年目となる ック ス ルにも

参加予定です。これは東京 との 事業

で、 の 田 大の ントで留萌の

食を Ｒいたします。

　１２月に入り、年の でございますので、 後

のうまいよ るもい市が１２月７日に されま

す。これは大水 りとしての ントです。

場所は留萌中 売り市場で されます。ま

た、１２月には ン け教室も いたします。

海の るさと館にて ですが１２月上 に

予定です。それと今年 から 予定ものです

が、市内加工業 と して における

の Ｒ事業です。道 プラ な で の

を中 とした水 加工品の 食 売を予定して

おります。

　 後に１月から３月ですが、１月中 に上川

留萌 として の歩行 空間での

品 事への参加も予定しております。それと、

ンス ー ラ ス けあらしの と

して、冬の 流 の 大を目 として４年目

の取 みですが、 ー スカ ト ン

プの受け入れを実 しながら、 しい冬の し

み 造する事業を実 します。昨年 は１ の

ー を受け入れ、るもい き、 ラ

な で しんでもらいました。実 期間は

１月～２月中 です。

　以上、２１４年 の 動予定を皆様にご紹介を

させていただきました。これらの事業に きま

しては、 光 会 では出来ません。皆様

の いご があってこそ成り立 事業ばかり

でございます。 う 今後とも皆様のご ご

を りますようお い し上げ、 日の

とさせていただきます。 日はありがとうご

ざいました。


